
２　めざす子ども像　　キラリかがやく『 はすだっこ 』

（は）はきはき話す子　　　   （す）すすんで取り組む子　　　（だ）だれにもやさしい子

（つ）つよい心と体の子　　　（こ）こんき強くやり抜く子

　

 

４　めざす学校像　 ■ 児童にとって　・・・・・　安心できる環境の中で、「自分で考え、判断し、行動できる力」をつけてくれる学校

令和８年度　平田小学校経営基本構想

１　校　　訓　　　　　　『　正しく　　強く　　温かく 　』

　　　　　　　　　　　　

３　学校教育目標　　「 『自分で考え、判断し、行動できる子ども』 が育つ学校づくり 」　　　　　

　　　　　　　　　　　　　 平田小学校は、子どもに主体性を育む学校

　　　　　　　　　　　　～大切にしたい３つの「わ」～

　　　　　　　 　　　   ■ 職員にとって　・・・・・　チームでともに高め合い、「なりたい！やってみたい！」に挑戦できる学校

　　　　　　　　　　 　 ■ 保護者にとって　・・・　子どもの成長を共に考え、喜ぶパートナーとなる学校

　　　　　 　　　　　　 ■ 地域にとって　・・・・・　子どもの成長を共に願って活動し、地域の中のコミュニティーとなる学校

５　学校経営方針　  安全・安心の保障 「子どもたちが安心して学習・生活できるように ～独りぼっちにしない～ 」

                            全ての教育活動の土台に人権尊重の精神を置き、子どもの成長の「根っこ」を養う取組を、

　　　　　　　　　　　　　協力し合いながら推進する。

　　　　　　　　　　　　　　★「わかる授業づくり」⇒学習環境：学び合う集団づくり、心の居場所となる集団づくり、教室環境の整備
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 学習指導：単元全体の見通しをもたせ、前時の「ふりかえり」から本時の学びへ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 生徒指導：自己存在感を高める・共感的人間関係の育成・自己決定の場づくり

　　　　　　　　　　　　　　★「心の居場所づくり」⇒安心できる、自己存在感や充実感を感じられる場所

　　　　　　　　　　　　　　★「絆づくりのための場づくり」⇒主体的に取り組む活動を通し、活躍できる場、異学年・地域交流

６　めざす職員像 　 ■ 「チーム平田小」を意識し、互いに支え合って取り組む職員　　

　　　　　　　　 　　　  ■自ら研修・研鑽し、成長し続ける職員

　　　　　　　　　　　　　　環　…　実践・ふり返り・再検討・再挑戦…の好循環、向上心、切磋琢磨

　　

　　

　　　　　　　　　　　　　　話　…　情報交換・共有、保護者・地域との信頼関係づくり、コミュニケーション

　　　　　　　　　　　　　　和　…　思い合う心、支え合う心、子どもを大切にする心、組織で動くこと

　  ※まずは掃除から。　→　授業や休み時間等の開始・終了時刻

一点突破大作戦！！～パートⅠ～

◇時を守る（規範意識・時間厳守）の第一歩…掃除の時間

　　１　時間について：１３：２５までに掃除場所に行く。　

　　２　内容について：①担当の仕事をする。

　　　　　　　　　 　　　　②時間が余ったら、他の仕事を見つけて行う。

　　※各項目、できたこと、できなかったことをしっかり評価する。そのことを担任に伝える。（指導・支援も）⇒自己有用感

全職員団結し同じ方向性で取り組むために（まずは一つずつ）「隠れたカリキュラム」
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② 健康的な生活を

おくるように、

知識を身に付け、

行動している。

② 異年齢集団との

かかわりから、

ふるさとについて

学んでいる。

【根っこ】人権感覚を高める
・思い合う心

【根っこ】話を聴く
・「何が大切なのか」を聴き取る

【根っこ】時を守る
・切り替える

けじめをつける

【根っこ】場を整える
・準備、片付け、整理整頓

・清掃

【根っこ】礼を正す
・目を合わせる

・あいさつを交わす
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出雲市教育委員会、

地域学校運営理事会、

自治協会、

コミュニティーセンター

青色防犯ﾊﾟﾄﾛｰﾙ隊、

民生児童委員連絡会、

① 自分の役割を、

やり抜いている。

② 自他の言動の

「よかった」を

表現できている。

① 聴いて、

書く・伝えるなど

考えを表出している。

② 話合い活動を通し、

自分の考えを広げ

深め、向上的に

変容させている。

① 体育科学習・体育的活動では、

めあてをもって取り組んでいる。

① 地域に取り組みを伝えたり、

提案をしたりしている。

☆「だんだんプロジェクト」の推

進

本校では、①コミュニケーション

スキルの向上→②対話的な学

習の素地の育成→③自己肯定

感の向上（他者理解も含む）→

④居心地のよい学級・学校づく

りをめざす。

☆発達段階に合わせてＩＣＴの活

用（例：タブレットを活用しての意

見交換）

⇒「わかる授業づくり」「心の居

場所づくり」「絆づくりのための場

づくり」

☆メリハリのある指導

・事あるごとに、しっかりほ

める。

・短時間で端的に諭す。

☆主体的に取り組む活動

を意図的に仕組み、活躍

できる場の確保

例）学習成果・生活科・総

合的な学習の時間等の

発表、音楽会etc.

☆理解教育の推進

☆「だんだんプロジェクト」

の推進

⇒「わかる授業づくり」「心

の居場所づくり」「絆づくり

のための場づくり」

☆正しい言葉遣いの指導

⇒「わかる授業づくり」「心の居

場所づくり」「絆づくりのための場

づくり」


